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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
顔料、エチレン性二重結合を有する光重合性化合物、光重合開始剤としてのオキシ－フェ
ニル－アセチックアシッド２－［２－オキソ－２－フェニル－アセトキシ－エトキシ］－
エチルエステルとオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－ヒドロキシ－エトキ
シ］－エチルエステルの混合物、及びアシルフォスフィンオキサイド系化合物、並びに光
開始助剤としてジメチルアミノ安息香酸エチルを前記インク組成物中に１～５質量％含有
することを特徴とする紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物。
【請求項２】
前記アシルフォスフィンオキサイド系化合物は、ビス（２，４，６トリメチルベンゾイル
）－フェニルフォスフィンオキサイドである請求項１に記載の紫外線硬化型インクジェッ
ト記録用インク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物に関するものであり，更に
詳しくは，金属，プラスチック等のインク非吸収材料へのフルカラー印刷に適した紫外線
硬化型インクジェット記録用プロセスカラーインク組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　インクジェットプリンター記録装置による印刷は、ノズルよりインクを噴射し被記録材
に付着せしめる方式であり、該ノズルと被記録材が非接触状態にあるため、曲面や凹凸し
た不規則な形状を有する表面に対して、良好な印刷を行うことができる。このため，産業
用途で広範囲にわたる利用分野が期待されている印刷方式である。
【０００３】
　このような印刷方式に用いられるインクジェット記録用インク組成物としては、一般的
には、主溶剤として水を用いた水性染料インクと、主溶剤として有機溶剤を用いた油性染
料インクとがある。しかしながら、従来の水性染料インクを産業用途で使用する場合の問
題点として、非吸収材料上での乾燥速度や、印刷画像の付着性、また耐摩耗性、耐水性、
耐光性等の耐久性不良があり、一方、油性染料インクには、クロム等の重金属を含有する
クロム錯塩染料を用いていることから、安全性の面で問題があった。そこで、これらの点
を改良したインクとして、一つは着色剤に顔料を用いた耐光性の良好な水性顔料及び油性
顔料インクが提案されている。また、もう一つとして、近年、産業用途においては、光硬
化性材料を含有するインクを紫外線等の活性エネルギー線で硬化、乾燥させることにより
、乾燥速度や耐水性の問題を解決し、さらに被膜強度自体を高めた水性及び油性インクが
数多く提案されている。そしてこれら２つの利点を併せ持った、顔料を使用した活性エネ
ルギー線硬化型インクジェット記録用インク組成物も提案されている。
【０００４】
　このような活性エネルギー線で硬化、乾燥する顔料インクには基本的に水性顔料インク
と油性顔料インクがあるが、それらのうち、水性顔料インクについては、インク吸収性の
小さい被記録媒体に対して、充分な接着性を付与できないという問題を抱えている。これ
ら被記録媒体に接着性を付与させるべくインク受理層を設ける方法も検討されているが、
工程がかさむといった実使用上の問題点を有している。このことから、被記録媒体面に直
接印字可能で、硬化被膜の耐久性、接着性に優れた油性顔料インクを用いる方が有利であ
るとされている。更に印刷物の接着性、耐摩耗性、耐水性等を得るためには、有機溶剤等
の非重合性溶剤をほとんど含有しない油性の紫外線硬化型インクを用いる方が有利であり
、また活性エネルギー線としては特に紫外線を用いることが設備の設置や取り扱い上簡便
でこのましい。このため、非重合性有機溶剤を含有しない油性の紫外線硬化型顔料系イン
クジェット記録用インク組成物であって、吐出安定性、硬化性、耐久性、保存安定性に優
れたインク組成物を開発することが要望されている。
【０００５】
　紫外線硬化型インクを用いるインクジェットプリンター記録装置の印刷プロセスとして
は、従来の水性インク用インクジェットプリンターと同様、プリントヘッドが被印刷媒体
上をスキャンし印刷画像が形成され、プリントヘッドによる各色同時のインク付与に追尾
して画像形成部分に逐次紫外線照射が行われる印刷プロセスと、従来の平版印刷、フレキ
ソ印刷装置と同様、プリントヘッドは固定され、被印刷媒体が動いて全面に単色画像を形
成してからこれに紫外線照射を行うプロセスを繰り返し、単一色付与と硬化が色順次に行
われる印刷プロセスが提案されている。
【０００６】
　平版印刷、フレキソ印刷等の従来の印刷プロセスの場合、非吸収材料へのフルカラー印
刷物の低濃度部分と高濃度部分とでは印刷画素の大きさに違いはあるものの印刷膜厚に大
きな差がないのに対して、前述したインクジェット印刷プロセスの場合、濃度変化を印刷
膜厚の差で表現するため低濃度部分と高濃度部分との膜厚の差が大きい。特に、非重合性
有機溶剤を含有しないインクの場合、膜厚差はより大きくなる。
【０００７】
　このような膜厚差を有する印刷画像の中で、ラジカル重合型の紫外線硬化性インクを用
いる場合、印刷画像の薄膜部分において、空気とインクの界面よりインク中に溶解してく
る酸素により重合が阻害されることはよく知られている。酸素による重合阻害作用は、印
刷被膜表面で発生するが特に薄膜で大きく、重合禁止作用の緩和策としては、特定の開始
剤の添加、多官能モノマーの増量、光重合開始剤の増量、光開始助剤の併用等が行われて
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いる。
　また印刷画像の厚膜部分において、使用されるインク中の光硬化性材料、光重合開始剤
によっては、紫外線に対する吸収係数が大きいため塗膜表面でそのほとんどが吸収されて
しまい、膜厚方向に均一な硬化が行われず、特に、塗膜表面から遠く基材に近い部分の塗
膜強度が不足することがあった。
　このように、紫外線硬化型インクの硬化性は、使用する光硬化性材料、光重合開始剤に
より決定されるが、吐出性の確保のため低粘度の必要なインクジェット記録用インクの場
合、反応性が高く、良好な硬化性を有し塗膜強度の高い多官能モノマーの使用は粘度が高
いため抑えられ、モノマーの７０％以上は１官能、２官能モノマーを使用して形成される
のが一般的である。このため、硬化性の向上に対しては、光重合開始剤の組成による方が
選定の自由度が高くまた硬化性に与える影響も大きい。光重合開始剤組成の選定がとりわ
け重要な理由がここにある。
【０００８】
　また、光重合開始剤は、硬化乾燥した印刷画像の臭気、色再現性に大きな影響を与える
インクの構成材料である。このため、光重合開始剤自体の色と臭気（揮発性）、紫外線照
射による光重合開始剤の分解物の色と臭気を考慮した光重合開始剤組成の選定も重要であ
る。特に、印刷物の臭気を小さくすることが必須のラベル、バッケージ、ＣＤ等の印刷用
途に対しては、臭気を考慮した光重合開始剤の選定が重要である。
【０００９】
　紫外線硬化型インクの硬化性を高めるため、光重合開始剤として２－メチル－１－［４
－（メチルチオ）フェニル］―２－モルフォリノプロパン－１―オン（イルガキュア９０
７：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製α－アミノケトン系光重合開始剤）とイソプロ
ピルチオキサントンを併用したインクが提案されている（例えば特許文献１、特許文献２
、特許文献３参照）。また、光重合開始剤にα－アミノケトン系光重合開始剤とジエチル
チオキサントンを併用し、光開始助剤としてアミンを添加したインクが提案されている（
例えば特許文献４参照）。さらに特開２００３－２５７０７号公報ではイソプロピルチオ
キサントンとアミン（光開始助剤）を併用したインクが提案されている（例えば特許文献
５参照）。また、表面硬化性の良好な光重合開始剤と内部硬化性の良好な光重合開始剤が
併用された例として特許文献として、α－ヒドロキシケトン系開始剤とアシルフォスフィ
ンオキサイド系開始剤を併用したインクが提案されており（例えば特許文献６参照）、２
－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）―ブタノン－１（
イルガキュア３６９：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製α－アミノケトン系光重合開
始剤）とアシルフォスフィンオキサイド系開始剤を併用したインクが提案されている（例
えば特許文献７参照）。また、印刷物の臭気を考慮したインクとして、分解物臭が小さい
低臭気の光重合開始剤としてヒドロキシエトキシ基を含有する開始剤（イルガキュア２５
２９：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製α－ヒドロキシケトン系光重合開始剤）を用
いたインクが提案されている（例えば特許文献８参照）。
【００１０】
　しかしながら、光重合開始剤にチオキサントンを用いたインクは、硬化物が黄色に着色
するため、プロセスカラー用のシアン色、マゼンタ色のインクに使用した場合、色相が黄
味になり、フルカラー印刷物の色再現性領域が狭くなるという問題がある。また、光重合
開始剤にイルガキュア９０７を用いたインクは光重合開始剤分解物の臭気が大きいという
問題があり、イルガキュア３６９を用いたインクは光重合開始剤分解物が黄色に着色する
ため、チオキサントンを用いたインクと同様フルカラー印刷物の色再現性領域が狭くなる
という問題がある。更に、従来の光重合性開始剤の組み合わせによる紫外線硬化型ジェッ
トインク組成物の薄膜と厚膜での硬化性は、インクジェット記録方式用のインクとして必
ずしも満足できるものではなく、光重合開始剤の選定、組み合わせが適切ではなかった。
【００１１】
【特許文献１】特開２００１－２０７０９８号公報
【特許文献２】特開２００２－１８７３４３号公報
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【特許文献３】特開２００４－１８６５６号公報
【特許文献４】特開２００１－２８８３８７号公報
【特許文献５】特開２００３－０２５７０７号公報
【特許文献６】特表２００１－５２５４７９号公報
【特許文献７】特開２００２－２４１６４７号公報
【特許文献８】特開２００５－１５４５３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、印刷画像の領域における低濃度の薄膜部分と高濃度の厚膜部分の双方の硬化
性と、被印刷基材への接着性に優れ、印刷画像の臭気が少なく、かつフルカラー印刷物の
色再現性に優れた紫外線硬化型プロセスカラージェットインクを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者らは、揮発度が低く、硬化乾燥後の印刷画像の臭気が少ない各種の光重合開始
剤の組み合わせによる薄膜部分と厚膜部分の硬化性の両立を検討した結果、特定の光重合
開始剤と特定の光開始助剤を組み合わせることが有効であることを見いだし本発明に至っ
た。
【００１４】
　即ち本発明は、顔料、エチレン性二重結合を有する光重合性化合物、光重合開始剤とし
てのオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－オキソ－２－フェニル－アセトキ
シ－エトキシ］―エチルエステルとオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－ヒ
ドロキシ－エトキシ］―エチルエステルの混合物、及びアシルフォスフィンオキサイド系
化合物、並びに光開始助剤としてアミンを含有することを特徴とする紫外線硬化型インク
ジェット記録用インク組成物を提供する。
　本発明の紫外線硬化型インクジェット記録用インクは、光重合開始剤として、薄膜硬化
性の良好なオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－オキソ－２－フェニル－ア
セトキシ－エトキシ］―エチルエステルとオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［
２－ヒドロキシ－エトキシ］―エチルエステルの混合物、及び厚膜硬化性の良好なアシル
フォスフィンオキサイド系化合物を併用し、且つ光開始助剤としてアミンを添加し
ているため、印刷画像領域の薄膜部分と厚膜部分の双方での硬化性、及び厚膜部分と被記
録材との接着性が良好である。さらにこれら光重合開始剤に含まれる前記混合物及び化合
物は低臭気であるため、形成された印刷画像の臭気も小さく抑えることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物は、硬化乾燥した印刷画像の
臭気が少なく、低濃度の薄膜部分と高濃度の厚膜部分双方の硬化性、被印刷基材への接着
性、フルカラー印刷物の色再現性に優れており、インクジェット記録方法に用いる紫外線
硬化型プロセスカラーインク組成物として好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施形態を示すとともに、本発明をさらに詳細に説明する。
【００１７】
　本発明で第一の光重合開始剤として使用するオキシ－フェニル－アセチックアシッド２
－［２－オキソ－２－フェニル－アセトキシ－エトキシ］―エチルエステルとオキシ－フ
ェニル－アセチックアシッド２－［２－ヒドロキシ－エトキシ］―エチルエステルの混合
物は硬化乾燥後の残存臭気が非常に少ない。また短波長側に主吸収領域を持つため、薄膜
硬化性、表面硬化性が良好な開始剤である。しかし、単独で使用した場合、厚膜での硬化
性は不十分であり、また、多量に配合すると表面吸収が大きくなりすぎて、特に厚膜形成
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時における被印刷基材との接着性が低くなる傾向がある。前記混合物を用いた光重合開始
剤としてチバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製のイルガキュア７５４がある。
【００１８】
本発明で第二の光重合開始剤として使用するアシルフォスフィンオキサイド系化合物とし
ては、ビス（２，４，６トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキサイド（チ
バ・スペチャリティー・ケミカルズ製　商品名：イルガキュア８１９）や、２，４，６ト
リメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド（ＢＡＳＦ製　諸品名：ルシリ
ンＴＰＯ）が挙げられる。アシルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤は長波長側にも
吸収領域を持つ広域な吸収特性を有する開始剤であることから、着色剤を高濃度に含む有
色のインクに対し好適であり、特に厚膜硬化性（内部硬化性）に優れた開始剤である。し
かし、薄膜硬化性および表面硬化性は不十分であり、またエチレン性二重結合を含有する
化合物への溶解性も大きくはないため、単独で充分な硬化性を実現する目的でインク中に
多量に配合した場合などは、低温保存によりインク中に析出し吐出不良を引き起こす場合
がある。
【００１９】
　本発明で使用する光開始助剤とは、それ自身は紫外線照射により活性化しないが、光重
合開始剤と併用すると光重合開始剤単独より開始反応が促進され、硬化反応を効率的に進
行させるものである。光開始助剤として使用するアミンは、従来の紫外線硬化型インキ、
塗料等に光開始助剤として用いられるものを広く使用することができるが、特に本発明で
使用する光開始助剤としてのアミン系化合物としては、第３級アミンが好ましく、例えば
トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン等の脂
肪族アミンや、４、４’－ジエチルアミノベンゾフェノン、２－ジメチルアミノ安息香酸
エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル等
の芳香族アミンがあげられる。なお、本発明に使用するアミンとしては、芳香族３級アミ
ンがさらに好ましい。
【００２０】
　前述した通り、オキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－オキソ－２－フェニ
ル－アセトキシ－エトキシ］―エチルエステルとオキシ－フェニル－アセチックアシッド
２－［２－ヒドロキシ－エトキシ］―エチルエステルの混合物は、光重合開始剤として用
いた場合薄膜硬化性および表面硬化性が良好であるが、厚膜硬化性や被印刷基材との接着
性に劣っている。そこで該開始剤を、長波長側に吸収領域を持つ厚膜硬化性（内部硬化性
）に優れたアシルフォスフィンオキサイド系化合物を用いた光重合開始剤と併用すること
により、薄膜部分、厚膜部分の硬化性のある程度改良されたインクを得ることができる。
しかし、低粘度のため酸素による重合禁止作用を受け易い紫外線硬化型インクジェット記
録用インク組成物としては、薄膜での硬化性が実用上十分であるとは言えない。
　本願発明においては、上記２種類の光重合開始剤を併用し、更に光開始助剤としてアミ
ンを含有させることにより、印刷画像の領域において、低濃度の薄膜部分と高濃度の厚膜
部分双方の硬化性と被印刷基材への接着性に優れ、硬化乾燥した印刷画像の臭気が少なく
、かつフルカラー印刷物の色再現性に優れたインクを得ることができる。また、芳香族３
級アミンの配合量は１～５質量％が好ましい。１質量％より少ないと硬化性が不十分とな
る傾向があり、５質量％を越えるとインクの保存安定性の低下、印刷被膜の黄変が発生し
やすく、また印刷物の臭気が強くなる傾向がある。
【００２１】
　一般に光重合開始剤の含有量が多いほどインクの硬化性は良好となるが、インク粘度の
上昇、析出による低温保存安定性の不良などを引き起こす。また、溶解性が良好で、粘度
上昇、低温安定性不良を引き起こし難い光重合開始剤であれは、多量に配合できるかもし
れないが、未反応の光重合開始剤や、光重合開始剤分解物による、硬化被膜の臭気の増加
、硬化被膜強度の低下などの問題が発生する可能性がある。したがって、インク中の光重
合開始剤の含有量は５～１５重量％の範囲で用いることが好ましく、塗膜硬化性を重要視
する場合でも、前記含有量範囲において、さらに好ましくは７～１３質量％の範囲で光重
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合開始剤の種類とその組み合わせを変えながら、最適の配合を検討することが好ましい。
なお、本発明の光重合開始剤組成には、硬化性のさらなる向上等を目的に、さらに他の開
始剤を併用することもできる。
【００２２】
　本発明の紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物に使用する顔料としては、カ
ーボンブラック、酸化チタン、酸化鉄等の無機顔料、不溶性アゾ顔料、溶性アゾ顔料、フ
タロシアニン顔料、キナクリドン顔料、ペリレン顔料、イソインドリン顔料、ベンズイミ
ダゾロン顔料、ピランスロン顔料、チオインジゴ顔料、キノフタロン顔料等の有機顔料が
挙げられる。顔料のインク中の含有量は、十分な画像濃度、印刷画像の耐光性を得るため
、２～２０質量％の範囲で含有させることが好ましい。
【００２３】
　本発明で用いるエチレン性二重結合有する化合物としては、各種の（メタ）アクリレー
トを用いることができる。具体的には、エチレン性二重結合を１個有する１官能（メタ）
アクリレート、エチレン性二重結合を２個以上有する多官能（メタ）アクリレート、（メ
タ）アクリレ－トオリゴマーが挙げられ、２種類以上併用して用いる事ができる。なお、
良好な硬化性を得るためには、エチレン性二重結合を１個有する化合物の含有量は光重合
性化合物の総量に対して２０質量％以下とすることが好ましい。さらに（メタ）アクリレ
ートオリゴマーや三官能以上の多感応アクリレートを含有させることが好ましいが、これ
らは粘度が高く、特に（メタ）アクリレートオリゴマーはモノマーに比較して高粘度であ
るため、エチレン性二重結合有する化合物の総量に対して、２～２０質量％の範囲で用い
ることが好ましい。
【００２４】
　本発明に使用できる１官能（メタ）アクリレートとしては、例えば、メチル、エチル、
プロピル、ブチル、アミル、２－エチルヘキシル、イソオクチル、ノニル、ドデシル、ヘ
キサデシル、オクタデシル、シクロヘキシル、ベンジル、メトキシエチル、ブトキシエチ
ル、フェノキシエチル、ノニルフェノキシエチル、グリシジル、ジメチルアミノエチル、
ジエチルアミノエチル、イソボルニル、ジシクロペンタニル、ジシクロペンテニル、ジシ
クロペンテニロキシエチル等の置換基を有する（メタ）アクリレート等が挙げられる。こ
れらは２種類以上併用して用いることができる。
【００２５】
　また、多官能（メタ）アクリレートとしては例えば、１，３－ブチレングリコール、１
，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオ
ール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、１，８－オクタンジオール
、１，９－ノナンジオール、トリシクロデカンジメタノール、エチレングリコール、ポリ
エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレン
グリコール、ポリプロピレングリコール等のジ（メタ）アクリレート、トリス（２－ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレートのジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール１
モルに４モル以上のエチレンオキサイドもしくはプロピレンオキサイドを付加して得たジ
オールのジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ１モルに２モルのエチレンオキサイ
ドもしくはプロピレンオキサイドを付加して得たジオールのジ（メタ）アクリレート、ト
リメチロールプロパン１モルに３モル以上のエチレンオキサイドもしくはプロピレンオキ
サイドを付加して得たトリオールのジまたはトリ（メタ）アクリレート、ビスフェノール
Ａ１モルに４モル以上のエチレンオキサイドもしくはプロピレンオキサイドを付加して得
たジオールのジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレー
ト，ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート，ジペンタエリスリトールのポリ（
メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性リン酸（メタ）アクリレート、エチレンオ
キサイド変性アルキルリン酸（メタ）アクリレート等が挙げられる。これらは２種類以上
併用して用いることができる。
【００２６】
　本発明に使用できる（メタ）アクリレートオリゴマーとしては、ウレタン（メタ）アク
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リレートオリゴマー、エポキシ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）
アクリレートオリゴマー等が挙げられ、２種類以上併用して用いることができる。
【００２７】
　本発明のインクジェット記録用インク組成物には、インクの保存安定性を高めるため、
ハイドロキノン、メトキノン、Ｐ－メトキシフェノール、ニトロソアミン塩等の重合禁止
剤をインク中に０．０１～０．５質量％の範囲で添加しても良い。
【００２８】
　顔料の分散安定性を高める目的で、本発明のインクジェット記録用インク組成物に用い
る分散剤として高分子分散剤を用いること好ましい。
具体的には、味の素ファインテクノ製のアジスパーＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８１７
、アビシア製のソルスパーズ２４０００ＧＲ、３２０００、楠本化成製のディスパロンＤ
Ａ―７０３―５０、ＤＡ－７０５、ＤＡ－７２５等が挙げられるが、これらに限定される
ものではない。また、高分子分散剤の使用量は、顔料に対して１０～８０質量％の範囲が
好ましく、特に２０～６０質量％の範囲が好ましい。使用量が少なすぎる場合には分散安
定性が不十分となり、多すぎる場合にはインクの粘度が高くなり吐出安定性の点から好ま
しくない。
【００２９】
　また、本発明のインク組成物には、インク吐出を良好に行わせるための表面張力の調整
、被印刷基材に対する濡れ性や接着性の付与等を目的に、変性シリコーンオイル等の添加
剤や非反応性樹脂等を配合することができる。
【００３０】
　本発明の紫外線硬化型ジェットインク組成物の製造は、顔料、（メタ）アクリレート等
のエチレン性二重結合を有する化合物を含有し、必要に応じ高分子分散剤、樹脂を加えた
混合物をビーズミル等の通常の分散機を用いて顔料を分散した後、光重合開始剤を加え、
さらに必要に応じ表面張力調整剤等の添加剤を加えて攪拌、溶解することで調製できる。
予め、ビーズミル等の通常の分散機を用いて高濃度の顔料分散液（ミルベース）を作製後
、光重合開始剤を溶解した（メタ）アクリレート等のエチレン性二重結合を有する化合物
、添加剤等を攪拌、混合して調製することもできる。
【実施例】
【００３１】
　以下、実施例により、本発明をさらに詳しく説明する。本発明は、下記実施例によって
何ら制限されるものではない。なお、以下実施例中にある部とは、質量部を表す。
【００３２】
（実施例１）　
（高濃度シアン分散液の調整）
　ファストゲンブルー５４１２ＳＤ　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
（大日本インキ化学製フタロシアニン顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３）
　高分子分散剤「アジスパーＰＢ８２１」　　　　　　　　　　　　　　３部
　ジプロピレングリコールジアクリレート　　　　　　　　　　 　　 ８７部
を攪拌機で１時間撹拌混合した後、ビーズミルで４時間処理して高濃度シアン分散液を作
製した。
【００３３】
　（シアンインクの調整）
　エポキシアクリレートオリゴマー            　　　　　　　　　　　８部
　エチレンオキサイド付加（３モル）トリメチロールプロパントリアクリレート　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８部
　ジプロピレングリコールジアクリレート　　　　　　　　　　　　　２８部
　イソオクチルアクリレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６部
　ＫＦ－３５１Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
（信越化学製　ポリエーテルシリコーンオイル）
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以上の混合物に、以下の光重合開始剤を加えて６０℃で光重合開始剤を加温溶解した溶液
に、前記高濃度シアン分散液を２０部加えて十分に混合後、１．２μｍのメンブランフィ
ルターでろ過することによってジェットプリンター用インクを作製した。
　「イルガキュア８１９」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）
　「イルガキュア７５４」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
（チバ・スペシャリティー・ケミカルズ社製）
　ジメチルアミノ安息香酸エチル（日本化薬社製）　　　　　　　　　　３部
【００３４】
（実施例２～実施例３、比較例１～比較例５）
　実施例１で用いた光重合開始剤組成に換えて、表．１に示した光重合開始剤の組成及び
量を用い、残りの実施例、比較例に対応する紫外線硬化型インクジェット記録用インク組
成物を作製した。
作製した紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物について、下記に示す方法で特
性を測定し評価を行った。シアンインクに用いた光重合開始剤組成とインク粘度（２５℃
）、硬化被膜の臭気、薄膜、厚膜での硬化性、接着性評価結果を示す。なお、インクの粘
度、硬化被膜の臭気、インクの硬化性、接着性は下記の方法により評価した。
【００３５】
［粘度測定方法］
　Ｅ型粘度計により各実施例、比較例で作製したインクの２５℃での粘度を測定した。
【００３６】
［薄膜硬化性評価方法］
　各実施例、比較例で作製したインクをポリカーボネート板（旭硝子製　商品名：レキサ
ン）にインクを約２μｍの厚みとなるようにスピンコータで塗布し、コンベア式紫外線照
射装置（日本電池製メタルハライドランプ１灯：出力１２０Ｗ／ｃｍ）により、照射エネ
ルギー０．２ｊ／ｃｍ２で紫外線を照射し、不織布（旭化成製　商品名：ベンコット）に
よる擦り試験で表面に傷がつかなくなるパス回数を評価した。
【００３７】
［厚膜硬化性評価方法］
　各実施例、比較例で作製したインクを、ポリカーボネート板（旭硝子製　商品名：レキ
サン）にインクを約６μｍの厚みとなるようにスピンコータで塗布し、コンベア式紫外線
照射装置（日本電池製メタルハライドランプ１灯：出力１２０Ｗ／ｃｍ）により、照射エ
ネルギー０．２ｊ／ｃｍ２で紫外線を照射し、不織布（旭化成製　商品名：ベンコット）
による擦り試験で表面に傷がつかなくなるパス回数を評価した。
【００３８】
［接着性評価方法］
　カッターを用いて、ポリカーボネート板上（旭硝子製　商品名：レキサン）に６μｍの
厚さで実施例１～３、比較例１～５で作成したインクを塗布し、塗膜面をクロス状にカッ
トし、カットした部分に粘着テープ（ニチバン製）を約１ｋｇ重の力で指で押しつけなが
ら５０回擦って貼り、これを引き剥がすことによる塗膜の剥離状態を目視で評価した。
○：剥離しない。
△：一部剥離する。
×；完全に剥離する。
【００３９】
［硬化被膜の臭気の評価方法］
　厚膜硬化性評価後の硬化被膜の臭気を５人で感応評価し、臭気の強いさを３段階区分し
てそれぞれ３点、２点、１点をつけ、合計点によって以下のように臭気「大」、「中」、
「小」に分類した。
（評価基準）
臭気「大」　　　　１５点～１２点
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臭気「中」　　　　１１点～８点
臭気「小」　　　　　５点～７点
【００４０】
（表１）
【００４１】
【表１】

【００４２】
　略称で示した表中の開始剤の物質名及び製造メーカー名は以下の通りである。
　Ｉｒｇ．８１９（イルガキュア８１９）：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製
　ビス（２，４，６トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキサイド
　Ｉｒｇ．７５４（イルガキュア７５４）：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製
　オキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－オキソ－２－フェニル－アセトキシ
－エトキシ］―エチルエステルとオキシ－フェニル－アセチックアシッド２－［２－ヒド
ロキシ－エトキシ］―エチルエステルの混合物
　ＥＰＡ　　　：日本化薬製　ジメチルアミノ安息香酸エチル
　Ｉｒｇ．１２７（イルガキュア３６８）：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製
　２－ヒドロキシ－１－｛－４－［４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）
－ベンジル］－フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン
　Ｉｒｇ．２９５９（イルガキュア２９５９）：チバ・スペシャリティ・ケミカルズ製
　１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－
１－プロパン－１－オン
【００４３】
　上記の通り、実施例１、２、３のインクは、硬化被膜の臭気が小さく、薄膜硬化性、厚
膜硬化性、厚膜硬化被膜の接着性が共に良好であった。これに対し、比較例１と比較例３
のインクは低粘度で薄膜硬化性は良好であるが、厚膜硬化性、あるいは厚膜硬化被膜の接
着性が不良である。比較例２のインクは厚膜硬化性、厚膜硬化被膜の接着性は比較例１、
比較例３と比べて良好であるが、薄膜硬化性が不良である。また、低臭気のα－ヒドロキ
シケトン系開始剤として、イルガキュア１２７、イルガキュア２５２９を使用した比較例
４と比較例５のインクは薄膜硬化性は良好であるが、粘度が高くなり、厚膜硬化被膜の接
着性が不良であった。また双方の光重合開始剤ともに溶解性が必ずしも十分ではなく、常
温で液体状態のイルガキュア７５４と比較して、溶解安定性に劣っており、インク中に多
量に使用したときは、特に低温で保存、駆動したときに析出物がノズルに詰まって吐出不
良を起こす危険性が大きくなる。また、従来技術において記載したように、酸素阻害を受
け難く薄膜硬化性の良好なα―アミノアセトフエノン系開始剤の中で揮発度の小さいイル
ガキュア３６９、イルガキュア９０７を主成分として用いたI光重合開始剤は、それぞれ
分解物の着色（黄変）、臭気の点で問題があることがｗかっているため、実施例、比較例
には最初から採用していない。
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